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島﨑 佑也 

2025 年 10 月に、ナノスケール物性研究部門に准教授と

して着任いたしました島﨑と申します。2 次元物質の研究

をして参りました。 

 一つの転機ということで、改めて人生を振り返ってまと

めてみようと思います。幼いころはレゴが好きでよく遊ん

でいたようです。なんとなく建築や街の設計のようなこと

に携わりたいと思っていた気がします。中学・高校では論

理の明確な数学が好きになりました。当時流行っていた

SF 映画マトリックスを見て、神経科学や情報工学に素朴

な興味を持ちました。フィクションではあるものの科学や

工学に興味を持った原体験だった気がします。情報工学系

の計数工学科に興味を持ち、高校生の頃に五月祭の展示を

見に行っていて、一緒に展示をしていた物理工学科もなん

となく気になっていました。東大の理科一類に入学し物理

を学び始めると、背景にある数学が面白くなって多様体や

微分幾何学の勉強をしていました。サークル活動ではプロ

グラムを学びながら AR ゲームを作ったりしていました。

計数工学科か物理工学科か、どちらに進むべきか迷い、量

子コンピュータの講義などもあって物理を使って何かをや

ってみたいと思い物理工学を選びました。学部で学んだ固

体物理では量子力学や統計物理が物質と密接に関わってい

ることに驚き、金属のような一見当たり前に見えるものの

中に全く知らない世界があったという衝撃があったように

思います。光学実験に少し憧れがあり、五月祭で量子物理

の展示をしたい、と光のショットノイズ測定をやってみる

ものの、実験に不慣れだった当時は作製した検出回路の発

振との格闘でした。達成感はあったものの、しんどい経験

だったように記憶しています。 

2010 年に学部 4 年生で研究室配属となり、量子デバイ

スの研究をしようと意気込んで樽茶研究室に入りました。

グラフェンという 2 次元物質の中にはディラック電子があ

り、その超伝導近接効果を研究できる、そう聞いてなかな

かに面白そうだとそう思いました。始めてみると石のよう

な黒鉛の結晶とスコッチテープを渡され、衝撃を受ける。

これで量子デバイスを作るのか、と。周りは GaAs や Si

の半導体で量子デバイスを作っている中、石を劈開して薄

膜を作る、石器時代からのスタートです。最先端の量子デ

バイスを作りたいです、と豪語してみたものの、これは大

分遠そうだと。冬場の測定でデバイスの静電気破壊に悩ま

されながら、まずはなんとかジョセフソン接合のデバイス

ができて測定、磁場下で綺麗なフラウンホーファー振動が

見え感動した記憶があります。 

品質を上げなければ見たい現象が見えないということで、

修士課程からは NIMS から頂いた hBN 結晶を利用してヘ

テロ構造のデバイス作りを始めました。当時はグラフェン

を転写したポリマーを水面に浮かせてすくい取るという方

法が主流で、「金魚掬い」をしていると形容されていまし

た。ファンデルワールスヘテロ構造がようやくできるよう

になり、グラフェンで量子ホール効果が綺麗に見え、これ

もまた感動したものの、当時の作製技術では試料品質が目

的の実験の要求に足りずテーマの考え直しから入りました。

当時世の中ではマヨラナ粒子が見えたのでは？という最初

の実験報告もちょうどあり、トポロジカル絶縁体に興味を

持ちながら学んでみたところ、その背景には接続や曲率な

ど微分幾何学で学んだ数理があり、グラフェンの擬スピン

構造とも対応するということに感銘をうけました。2 層グ

ラフェンを利用すれば擬スピン構造を電気制御できること

に気づき、これを利用すればベリー曲率を誘起してバレー

ホール効果が出る、ということに思い当たりました。よく

調べたら実際には理論が既にあったのですが、自分でたど

り着いたという感覚が実験を進める強いモチベーションに

なった気がします。実際に実験をしてみると現象を反映し

た非局所輸送が確認でき、この結果で博士号をいただくこ

とができました。 

 その後少し分野を変えて、改めて光学実験に挑戦しよう

と、スイスETH Zurichの Imamogluグループにお世話に

なりました。半導体の量子光学が専門の研究室で、ちょう

ど新しく 2 次元物質を始めていたタイミングで、試料作製

環境を立ち上げ半導体 2 次元物質の研究を始めました。デ

バイスを精密に電気制御しながらスペクトロスコピーを行

うという測定が気質に合い、言語を解読するような感覚で

した。励起子の混成状態を電気制御するプロジェクトを進

めていましたが、元々電子物性に興味があり励起子のエネ

ルギーシフトをセンサーにして電子系の振る舞いを調べる

物性研に着任して 
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ということを始めました。Python で計測ソフトを自作し

netCDF や xarray を導入して多次元データを解析しやす

くしたのがきっかけでした。最初のうちは輸送測定の代替

として使えそうだと面白がっていましたが、ゲート電圧を

精密に制御するとヘテロ構造のモアレ超格子にトラップさ

れた電子系が電子相関により絶縁的になる振る舞いが確認

でき驚きました。当時はちょうど 1 年前にツイスト 2 層グ

ラフェンで強相関絶縁状態や超伝導が見つかったばかりで

良いタイミングでした。またスペクトルを解析していく中

で、フェッシュバッハ共鳴が見えているということも理論

家の協力でわかってきました。 

 帰国して理研の山本研や東大 QPEC で大変お世話にな

り、新しい環境で研究を立ち上げながら、徐々に独立する

ことを考え始め、だんだんと大変になるヘテロ構造の作製

を効率化しなければとスイスにいた頃からサイドプロジェ

クトで積層装置の制御ソフトウェアの開発を行っていまし

た。電子にとっての狭い家を作るようなもので microFLAT 

(FLake Assembly Tool)と名付けました。 

スコッチテープで始まり、「金魚掬い」をしていた時代

からコンピュータ制御で原子のレゴのようにヘテロ構造を

組み合わせ、気づいたら冷却原子のような実験までできる

ようになってきている、最先端の量子デバイス？に少しず

つ近づいてきている気がします(ただスコッチテープはま

だ手放せません）。これまで 2 次元物質の研究に携われた

ことをありがたく思い、またこれからその上で創発する多

彩な物性を開拓していくためにも物性研に着任できたこと

を嬉しく思います。物性研では微細加工施設の運営にも携

わる予定で、皆様の研究をサポートできることを楽しみに

しております。技術にしても知識にしても、簡単に使える、

汎用性・再利用性の高いものを多数利用できる状況が新し

い試行・思考につながり、予想外の結果を創出するように

思います。私自身そういうものが好きで、そのような観点

で研究室やインフラを構築してみたいと思っております。 


